
主催：公益財団法人 こども教育支援財団

共催：IPU環太平洋大学 次世代教育学部

●教育実習で直面する諸問題の対応について

●多様化するニーズと心理理論やストレス理論について

●クラスの協同性を高めるグループワークについて

●保護者や児童・生徒との面談技法について

受講条件

受講料

申込方法

・指定の授業科目の単位を履修していること

・指定の在宅学習を終了していること

今、教育現場で本当に必要とされる教育者になるための研修プログラムです

学習心理支援カウンセラー
研修講座

教職入門課程 募集要項

現代の多様化した子どもたちのニーズに応える教育実践家を育てる

教職入門課程では、いじめ、不登校、発達課題のある子どもたちへの指導、

対応の難しい保護者との関係構築など、教育現場での様々な問題に直面した

時に、教員としてどう動けばよいか、具体的・実践的に学ぶことができます。

大学でこれまで学んできたことをもとに、安心して自信をもって教員になるため

に、一緒に学びませんか？

5,500円（消費税込） ＜テキスト代、修了試験受験料込＞

修了者には認定証を発行します

2023年1月25日までに所定の方法で申し込み、1月27日までに受講料

をお振込みください。



学習心理支援カウンセラー
研修講座とは

公益財団法人 こども教育支援財団が提供する教員向けの研修講座です。現代の多
様化した子どもたちのニーズに応える教育実践家を育てることを目的にしています。
教育諸問題としてあげられる、いじめ、不登校、発達課題のある子どもへの 指導に
加え、対応の難しい保護者との関係構築や教員のバーンアウト、世代の入れ替わりな
ど、教育現場では様々な問題に直面しています。これらの学校が抱える課題の解決に
は、学校になじめない子どもたちの存在を理解すると同時に、保護者への支援、教員間
の協力、専門機関との連携、支援しあえるクラスづくり等に関する知識や技法が有効と
考えています。
教職入門課程の先には、教員１年目向けの「基礎課程」、2～５年目向けの「実践課
程」、５年目以上向けの「専門課程」があり、多くの現役教員が受講し、修了しています。
教職入門課程を修了された方は、基礎課程を受講することができます（詳しくは、集中
講義で説明します）。
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生徒指導・教育相談に関する研修を60時間以上
受けると、教師効力感が飛躍的に高まる。



学習心理支援カウンセラー教職入門課程

受講条件

①指定科目を履修していること

・発達心理学BあるいはC（2単位）または体育心理学

・教育相談BあるいはC（2単位）

・生徒指導・進路指導論（初等あるいは中等） （2単位）

②下記のA～Cのいずれか、またはDを満たしていること

A 教育心理講座への出席（3時間以上）

B IPU学習サークルでの指導（3時間以上）

C 東京大志学園YouTubeの不登校経験者インタビュー

視聴（2時間以上）+レポート提出（ワード/ A4/1枚/800字以上）

D 教員採用試験合格内定者



日 程 内 容 担当

講 義
1
理 論
編

1
日
目

2/
17

１限 カウンセリングの基礎理論
・指定科目で学んだカウンセリングに関する知識・理論を今一度
整理し、学校現場での応用について理解する。
・事例検討を含め、具体的に学ぼう。

安
永
和
央

２限

３限

４限
困っている児童・生徒の理解とその支援
・学級の中で「困っている」（障害、外国籍、家庭の問題、いじめ等）
児童・生徒を理解し支援をするために、担任が、学校が、やるべき
ことについて理解する。
・学校内連携、スクールソーシャルワーカー等の専門職との連携に
ついても理解する。

赤
松
久
美
子

５限

2
日
目

2/
18

１限

不登校への理解とその支援
・文部科学省の指針や動向について
（出席認定、ICTの活用、最新情報等）
・不登校の低年齢化、多様化（保護者の意識も含め）など東京大志
学園の事例等をふまえ。
・東京大志学園等の支援機関の役割と実態
※東京大志学園は、(公財)こども教育支援財団の運営する不登校生支援の教育機関です

財
団

茨
木
泰
丈

２限

講 義
2
実 践
編

３限
学級経営に役立つグループワーク体験
・お互いが認め合い、全員が居心地のよい学級づくりのための
グループワークを理解する。

・構成的グループエンカウンターをベースに、アサーショントレーニン
グ、ピアサポート等のワークを体験しよう。

浅
田
栄
里
子

４限

５限

3
日
目

2/
19

１限 学校現場で役立つ面談のスキル
・児童生徒対応や、保護者対応としてのスキル向上を目指し、
傾聴・応答訓練、事例に基づいたロールプレイ等を体験しよう。

赤
松
久
美
子

２限

３限 心の危機対応
・事件、事故等の危機への対応として、学校が行うべきこととは
どんなことがあるのか、心のケアとは等について、理解する。
・事例検討を通して、時系列でシミュレーションしよう。

浅
田
栄
里
子４限

講 義
1 ・ 2
共通 ５限

講義1・2 のレポート作成 浅
田
栄
里
子

赤
松
久
美
子

安
永
和
央

学習心理支援カウンセラー教職入門課程

集中講義の内容（予定）

【注】内容・担当講師は変更となることがあります



学習心理支援カウンセラー教職入門課程

受講料・申込みについて

申込み方法

QRコードよりお申込み下さい。

(公益)こども教育支援財団 研修講座運営委員会 宛

受講料と振込先

受講料： ￥5,500 （消費税500円含む）

振込先： 三井住友銀行 神戸営業部 普通 8912510

公益財団法人こども教育支援財団

振込人名: G ナマエ

(事務処理の簡素化のため、お手数ですがお名前の前に必ず G をつけてください)

期限 ： 2023年1月27日（金）までに入金ください

受講料には、テキスト代、修了試験受験料を含んでおります。

お申し込み後の受講者変更・取り消し・返金はできません。

次回への繰越もできませんのでご注意ください。

振込手数料は、各自でご負担願います。



学習心理支援カウンセラー教職入門課程

講座修了試験

2022年3月4日（土）（10:30～予定）

・集中講義3日目に作成するレポートに合格すると受験できます。

・試験については、集中講義3日目に説明します。

・試験に不合格となった場合は、翌年の試験を受けることができます

合格者には、講座修了認定証を授与します。


